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村
上
春
樹
原
作
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
映
像
化
、
お
よ
び
同
映
画
の
中
国
に

お
け
る
上
映
後
の
変
容

徐

子

怡

一

『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
映
画
化

『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
は
一
九
八
七
年
九
月
に
講
談
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
、

村
上
春
樹
（
一
九
四
九
～
）
の
五
冊
目
の
長
編
小
説
で
あ
る
。
刊
行
さ
れ
た
当

時
、
赤
色
と
緑
色
に
装
丁
さ
れ
た
上
下
巻
は
刊
行
後
わ
ず
か
一
年
間
で
、
二
巻

の
合
計
累
計
販
売
部
数
が
四
三
五
万
部
に
達
し
、
日
本
の
小
説
発
行
部
数
の
記

録
を
塗
り
替
え
る
よ
う
な
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
現
在
の
累
計
販
売
部

（
一
）

数
は
す
で
に
一
〇
〇
〇
万
部
を
突
破
し
て
お
り
、
三
六
か
国
・
三
三
言
語
に
翻

訳
さ
れ
、
世
界
中
で
も
広
く
愛
読
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）

『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
が
最
初
に
中
国
で
翻
訳
さ
れ
た
の
は
一
九
八
九
年

で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
は
ち
ょ
う
ど
北
京
で
起
こ
っ
た
「
天
安
門
事
件
」
と
重

な
る
時
期
で
あ
り
、
民
主
化
運
動
に
挫
折
を
覚
え
た
中
国
の
若
者
た
ち
は
『
ノ

ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
に
癒
し
を
求
め
、
や
が
て
中
国
で
は
小
規
模
の
第
一
次
村
上

ブ
ー
ム
が
発
生
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
二
年
以
来
絶
好
調
だ
っ
た
中
国
経
済

の
成
長
率
が
や
や
鈍
く
な
っ
た
一
九
九
八
年
に
第
二
次
、
そ
し
て
『
ノ
ル
ウ
ェ

イ
の
森
』
出
版
二
〇
周
年
を
迎
え
た
二
〇
〇
七
年
に
第
三
次
の
村
上
ブ
ー
ム
が

発
生
し
た
。

藤
井
省
三
が
ま
と
め
た
中
国
の
村
上
受
容
史
を
代
表
と
す
る
こ

の
三
回
の
村
上
ブ
ー
ム
に
つ
い
て
、
『
村
上
春
樹
の
な
か
の
中
国
』
（
朝
日
新

聞
社
、
二
〇
〇
七
）
お
よ
び
論
文
『
中
国
的
《
挪
威
的
森
林
》
』
で
詳
し
く
分

（
三
）

析
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
に
中
国
の
出
版
大
手
一
〇
社
が
名
乗
り
を
上
げ
た

長
編
『1

Q
8
4

』
の
簡
体
字
版
版
権
争
奪
戦
の
結
果
、
出
版
販
売
企
画
会
社
の
新

経
典
文
化
株
式
会
社
が
中
国
出
版
史
上
最
高
額
と
言
わ
れ
る
一
〇
〇
万
米
ド
ル

の
版
権
料
で
版
権
を
取
得
し
、
大
き
な
話
題
に
な
っ
た
。『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』

は
ま
た
こ
の
『1

Q
8
4

』
の
ブ
ー
ム
と
共
に
人
気
が
再
燃
し
、
中
国
で
は
つ
い
に

第
四
次
の
村
上
ブ
ー
ム
が
到
来
し
た
。

こ
の
長
年
に
渡
り
国
内
外
で
愛
読
さ
れ
続
け
て
い
る
ロ
ン
ク
ゼ
ラ
ー
作
が

二
〇
一
〇
年
に
『
青
い
パ
パ
イ
ヤ
の
香
り
』
（
一
九
九
三
）
の
監
督
と
し
て
名

を
知
ら
れ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
系
フ
ラ
ン
ス
人
の
映
画
監
督
ト
ラ
ン
・
ア
ン
・
ユ

ン
（
一
九
六
二
～
）
に
よ
っ
て
映
画
化
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
一
日
に

日
本
で
劇
場
公
開
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
翌
年
の
二
〇
一
一
年
九
月
に
は
、
中

国
で
も
劇
場
公
開
さ
れ
て
い
る
。

映
画
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
基
本
的
に
原
作
に
対
し
て
忠

村上春樹原作『ノルウェイの森』の映像化、および同映画の中国における上映後の変容
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実
に
作
成
さ
れ
て
い
る
い
っ
ぽ
う
、
多
く
の
変
容
が
生
じ
て
い
る
。
本
報
告
で

は
主
に
以
下
の
三
点
に
注
目
し
た
い
。

（
一
）
構
造
上
の
変
化
―
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
消
去

小
説
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
に
は
、
三
七
歳
の
ワ
タ
ナ
ベ
が
ド
イ
ツ
・
ハ

ン
ブ
ル
グ
空
港
到
着
の
飛
行
機
の
中
で
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
名
曲
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の

森
」
を
耳
に
し
て
突
然
混
乱
に
襲
わ
れ
、
一
八
年
前
に
付
き
合
っ
て
い
た
恋
人

直
子
の
こ
と
を
思
い
出
す
こ
と
か
ら
物
語
が
始
ま
る
。
こ
の
時
点
で
は
直
子
は

す
で
に
死
者
と
な
っ
て
い
る
が
、
語
り
手
の
ワ
タ
ナ
ベ
は
読
者
に
直
子
の
死
を

伏
せ
た
ま
ま
物
語
を
語
っ
て
ゆ
く
。
こ
こ
に
は
二
重
の
「
目
」
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
を
日
本
文
学
評
論
家
の
佐
藤
幹
夫
は
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
過

去
を
ふ
り
か
え
る
ワ
タ
ナ
ベ
」
と
「
現
在
を
生
き
る
ワ
タ
ナ
ベ
」
に
よ
っ
て
、

死
者
へ
の
回
想
が
現
在
の
こ
と
と
し
て
語
ら
れ
て
い
く
構
造
で
あ
る
。
こ
の
よ

（
四
）

う
に
し
て
、
ワ
タ
ナ
ベ
は
こ
の
二
重
の
「
目
」
を
も
ち
な
が
ら
、
失
っ
た
人
々

と
過
去
の
青
春
を
弔
っ
て
い
る
。
ワ
タ
ナ
ベ
の
回
想
は
小
説
の
構
造
上
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
同
時
に
、
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
を
成
長
小
説
と

し
て
の
完
成
に
導
く
重
要
な
鍵
で
も
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
、
映
画
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
で
は
、
小
説
冒
頭
の
回
想
シ
ー
ン

が
再
現
さ
れ
ず
、
い
き
な
り
高
校
生
の
ワ
タ
ナ
ベ
（
松
山
ケ
ン
イ
チ
）
、
直
子

（
菊
地
凜
子
）
、
キ
ズ
キ
（
高
良
健
吾
）
の
三
人
が
校
庭
ら
し
き
庭
で
仲
良
く

遊
ぶ
シ
ー
ン
か
ら
始
ま
る
。
監
督
は
こ
の
よ
う
な
処
理
に
つ
い
て
、
下
記
の
よ

う
に
説
明
し
た
。

「
映
画
で
そ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
部
分
を
描
か
な
か
っ
た
の
は
、
ノ
ス
タ
ル
ジ

ッ
ク
な
視
点
の
作
品
に
し
た
く
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
あ
く
ま
で
も
若
い

人
た
ち
の
、
現
在
の
物
語
と
し
て
語
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。
」

（
五
）

つ
ま
り
、
映
画
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
は
最
初
か
ら
原
作
の
構
造
を
リ
ー

ド
す
る
重
要
な
回
想
シ
ー
ン
を
意
図
的
に
消
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
説
と

は
異
な
る
物
語
の
構
成
を
観
客
に
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
登
場
人
物
の
不
十
分
な
再
現

レ
イ
コ
は
直
子
が
入
院
し
た
精
神
療
養
所
の
阿
美
寮
で
の
ル
ー
ム
メ
ー
ト

で
あ
り
、
曾
て
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
目
指
し
て
い
た
が
突
然
指
が
動
か
な
く
な
っ
て
、

精
神
的
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
後
結
婚
と
出
産
を
経
て
、

ピ
ア
ノ
の
家
庭
教
師
と
な
っ
て
徐
々
に
回
復
し
始
め
た
と
こ
ろ
で
邪
悪
な
一
三

歳
の
美
少
女
生
徒
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
病
気
が
再
発
し
て
、
夫
と
離
婚
し
、

そ
れ
以
来
阿
美
寮
で
暮
ら
し
て
い
た
。

小
説
で
は
、
レ
イ
コ
が
自
分
の
過
去
、
特
に
美
少
女
と
の
出
会
い
の
強
烈

な
体
験
に
つ
い
て
ワ
タ
ナ
ベ
に
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
レ
イ
コ
の
人
間
性
の
奥

行
き
が
示
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
そ
の
後
の
彼
女
と
ワ
タ
ナ
ベ
と
の
親
密
な

関
係
に
も
繋
が
っ
て
い
く
。
ま
た
、
小
説
の
最
後
で
は
、
レ
イ
コ
が
直
子
の
遺

（
六
）

品
の
服
を
着
た
ま
ま
東
京
を
訪
れ
、
ワ
タ
ナ
ベ
の
前
で
五
〇
曲
を
ギ
タ
ー
演
奏

し
て
直
子
の
た
め
に
「
淋
し
く
な
い
」
葬
式
を
し
た
後
に
、
二
人
は
心
を
許
し

あ
い
自
然
に
求
め
合
う
よ
う
に
な
る
。
特
に
そ
の
夜
の
セ
ッ
ク
ス
の
回
数
が
四

回
と
強
調
さ
れ
た
の
は
、
ワ
タ
ナ
ベ
が
直
子
の
服
を
着
た
レ
イ
コ
＝
レ
イ
コ
ン

（
直
子
の
霊
魂
）
と
「
四
回
」
＝
「
死
界
」
の
セ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

直
子
を
弔
う
た
め
の
「
死
の
世
界
の
セ
ッ
ク
ス
」
が
完
成
さ
れ
た
、
と
日
本
文
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藝
評
論
家
の
小
山
鉄
郎
は
解
釈
す
る
。

（
七
）

映
画
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
に
お
い
て
、
過
去
の
物
語
が
消
去
さ
れ
た
レ

イ
コ
（
霧
島
れ
い
か
）
は
、
ご
く
普
通
の
阿
美
寮
入
院
患
者
の
一
人
と
し
て
登

場
す
る
。
ま
た
、
ワ
タ
ナ
ベ
の
ア
パ
ー
ト
を
訪
れ
る
最
後
の
シ
ー
ン
で
は
、
直

子
の
服
、
ワ
タ
ナ
ベ
と
一
緒
に
行
っ
た
直
子
の
た
め
の
「
淋
し
く
な
い
」
音
楽

葬
、
そ
し
て
「
四
回
」
と
強
調
さ
れ
る
セ
ッ
ク
ス
の
各
部
分
が
完
全
に
カ
ッ
ト

さ
れ
た
上
に
、
原
作
に
は
な
い
レ
イ
コ
の
シ
ャ
ワ
ー
シ
ー
ン
が
付
け
加
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
何
の
前
置
き
も
な
く
レ
イ
コ
の
セ
ク
シ
ー
な
シ
ー
ン
が

挿
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
レ
イ
コ
の
ワ
タ
ナ
ベ
に
対
す
る
セ
ッ
ク
ス
の
誘

い
が
非
常
に
唐
突
な
言
動
と
な
る
。

（
三
）
深
化
で
き
な
い
「
生
」
と
「
死
」
の
テ
ー
マ

親
友
の
キ
ズ
キ
を
失
っ
た
悲
し
み
か
ら
絞
り
出
さ
れ
る
ワ
タ
ナ
ベ
の
言
葉

「
死
は
生
の
対
極
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
と
し
て
存
在
し
て
い
る
」
は
、

小
説
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
中
の
名
句
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

言
葉
は
ま
た
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
に
お
け
る
第
一
号
の
死
者
で
あ
る
キ
ズ
キ

の
死
と
共
に
、
そ
の
後
の
ワ
タ
ナ
ベ
が
経
験
す
る
す
べ
て
の
「
生
」
と
「
死
」

に
共
通
し
、
や
が
て
小
説
全
体
を
貫
く
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
。

映
画
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
に
は
、
小
説
と
同
様
に
た
く
さ
ん
の
死
者
が

登
場
す
る
。
特
に
、
原
作
で
は
略
述
さ
れ
た
キ
ズ
キ
の
自
殺
過
程
が
細
か
く
リ

ア
ル
に
再
現
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
は
、
原
作
の
「
死
」
を
意
識
的
に
強

調
す
る
演
出
が
見
て
取
れ
る
。
し
か
し
、
キ
ズ
キ
の
自
殺
後
に
は
、
前
述
の
小

説
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
「
生
」
と
「
死
」
に
関
す
る
言
葉
は
登
場
せ
ず
、

い
き
な
り
ワ
タ
ナ
ベ
が
東
京
の
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
く
シ
ー
ン
へ
と
つ
な

が
る
。
こ
の
一
句
の
消
去
に
よ
り
、
映
画
で
は
小
説
の
よ
う
に
は
「
生
」
と
「
死
」

の
テ
ー
マ
が
深
め
ら
れ
な
い
ま
ま
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
跳
躍
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
強

く
な
る
。二

中
国
で
上
映
さ
れ
た
映
画
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の

変
容

映
画
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
は
日
本
公
開
の
翌
年
に
、
中
国
に
お
け
る
劇
場

公
開
も
決
定
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
、
ま
ず
二
〇
一
一
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た

上
海
国
際
映
画
祭
で
プ
レ
ミ
ア
上
映
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
九
月
か
ら
中
国
全

土
五
三
都
市
、
二
〇
〇
〇
館
前
後
で
上
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
劇
場
公
開
が
待
望
さ
れ
た
中
国
版
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
は
、

日
本
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
よ
り
三
八
分
ほ
ど
の
内
容
が
カ
ッ
ト
さ
れ
、
わ
ず
か
九

五
分
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
カ
ッ
ト
さ
れ
た
内
容
は
、

「
性
」
を
連
想
さ
せ
る
ほ
と
ん
ど
の
ラ
ブ
シ
ー
ン
と
主
人
公
の
会
話
の
シ
ー
ン

で
あ
る
。
例
え
ば
、
ワ
タ
ナ
ベ
と
直
子
の
阿
美
寮
で
の
ラ
ブ
シ
ー
ン
や
、
直
子

が
手
で
ワ
タ
ナ
ベ
の
性
欲
を
解
決
す
る
内
容
を
暗
示
す
る
シ
ー
ン
、
ま
た
緑
と

ワ
タ
ナ
ベ
の
マ
ス
タ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
会
話
の
シ
ー
ン
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
そ
の
ほ
か
に
、
緑
が
自
宅
で
ワ
タ
ナ
ベ
に
自
分
の
父
親
の
こ
と
を
語
る
シ

ー
ン
、
父
親
が
死
ん
だ
後
に
緑
と
ワ
タ
ナ
ベ
が
電
話
で
話
す
シ
ー
ン
、
そ
し
て

永
沢
・
ハ
ツ
ミ
・
ワ
タ
ナ
ベ
三
人
の
晩
餐
シ
ー
ン
な
ど
も
削
除
さ
れ
て
い
る
。

中
国
側
は
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
に
あ
る
「
性
」
に
対
し
て
、
も
と
も
と

厳
し
い
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
。
一
九
八
九
年
小
説
『
挪
威
的
森
林
（
原
題
：
ノ

ル
ウ
ェ
イ
の
森
）
』
の
出
版
当
初
に
、
一
六
〇
〇
字
ほ
ど
の
性
に
関
す
る
描
写

が
削
除
さ
れ
、
そ
れ
を
よ
う
や
く
二
〇
〇
一
年
再
版
の
上
海
譯
文
出
版
社
刊
行



- 4 -

の
『
挪
威
的
森
林
』
全
訳
本
で
復
活
さ
せ
た
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
映
画
に
お
け

る
「
性
」
と
関
わ
る
シ
ー
ン
が
ほ
と
ん
ど
カ
ッ
ト
さ
れ
た
の
も
、
さ
ほ
ど
意
外

な
こ
と
で
は
な
い
が
、
最
も
変
化
が
大
き
い
の
が
や
は
り
レ
イ
コ
の
部
分
だ
っ

た
。前

述
し
た
よ
う
に
、
小
説
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
主
人
公
た
ち
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
レ
イ
コ
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
画
に
お

い
て
、
自
身
の
物
語
や
、
ワ
タ
ナ
ベ
と
一
緒
に
行
っ
た
直
子
の
音
楽
葬
、
そ
し

て
四
回
と
強
調
さ
れ
た
ワ
タ
ナ
ベ
と
の
セ
ッ
ク
ス
と
い
っ
た
内
容
の
消
去
に
よ

っ
て
、
す
で
に
本
来
の
面
影
を
失
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
レ
イ
コ
が
、
中
国

劇
場
版
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
で
は
、
一
層
変
容
し
て
し
ま
い
、
更
に
影
の
薄

い
存
在
と
な
っ
た
。
中
国
劇
場
版
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
で
は
、
レ
イ
コ
と
ワ

タ
ナ
ベ
と
の
最
後
の
ラ
ブ
シ
ー
ン
は
言
う
で
も
な
く
、
直
子
が
自
殺
し
た
後
の
、

レ
イ
コ
と
ワ
タ
ナ
ベ
に
関
す
る
す
べ
て
の
内
容
が
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

実
際
は
小
説
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
時
点
で
、
レ
イ
コ
と
い
う
人
物
は

中
国
の
一
部
の
読
者
た
ち
に
と
っ
て
、
受
け
入
れ
が
た
い
存
在
だ
っ
た
。
そ
れ

ら
の
レ
イ
コ
に
対
す
る
不
満
の
理
由
の
多
く
は
、
レ
イ
コ
と
ワ
タ
ナ
ベ
の
年
の

差
の
セ
ッ
ク
ス
に
集
中
し
て
い
る
。
比
較
文
学
研
究
者
の
韋
晴
川
の
論
文
「
現

代
与
伝
統
的
《
挪
威
的
森
林
》
」
は
、
レ
イ
コ
と
ワ
タ
ナ
ベ
の
セ
ッ
ク
ス
に
つ

い
て
「
ワ
タ
ナ
ベ
と
彼
よ
り
一
九
歳
上
の
レ
イ
コ
と
が
性
関
係
を
持
つ
の
は
や

は
り
乱
倫
と
い
う
違
和
感
を
与
え
る
。
前
後
の
文
章
を
つ
な
げ
て
み
れ
ば
、
こ

の
プ
ロ
ッ
ト
は
人
に
不
調
和
な
虚
構
感
を
与
え
る
」
と
批
判
し
た
。
ま
た
読
者

（
八
）

の
な
か
で
は
、
「
こ
こ
で
は
自
分
よ
り
一
九
歳
年
下
のB

O
Y

と
性
的
関
係
を
持

つ
（
レ
イ
コ
）
が
好
き
な
人
は
い
な
い
は
ず
」
や
「
い
ま
だ
に
正
視
で
き
な
い
。

（
九
）

毎
回
ギ
タ
ー
を
弾
き
な
が
ら
直
子
を
弔
う
と
こ
ろ
ま
で
読
ん
だ
ら
飛
ば
す
。
反

感
を
抱
く
。
」
な
ど
の
意
見
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
今
回
、
中
国
側

（
一
〇
）

に
よ
る
レ
イ
コ
に
対
す
る
オ
ー
バ
ー
カ
ッ
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
反
感
に
応
え
て
、

映
画
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
を
「
レ
イ
コ
不
在
」
の
物
語
に
変
身
さ
せ
た
た
め

の
改
編
で
あ
っ
た
可
能
性
が
十
分
考
え
ら
れ
る
。

三

中
国
に
お
け
る
村
上
春
樹
の
小
説
と
改
編
映
画
の
受
容

の
比
較

上
映
前
の
熱
烈
な
期
待
と
は
異
な
り
、
映
画
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
中

国
に
お
け
る
上
映
後
の
成
績
は
決
し
て
良
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
上
海
電
影

（
集
団
）
有
限
会
社
に
所
属
さ
れ
て
い
る
上
海
最
大
の
映
画
会
社
で
あ
る
上
海

聯
合
電
影
院
線
の
統
計
に
よ
る
と
、
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
公
開
後
の
最
初
の

週
末
の
興
収
が
わ
ず
か
三
〇
〇
万
元
前
後
（
約
五
千
七
〇
〇
万
円
）
で
、
同
年

二
月
に
上
映
さ
れ
た
中
国
ロ
マ
ン
ス
映
画
《
将
愛
情
進
行
到
底
》
の
同
時
期
の

興
収
で
あ
る
三
五
〇
〇
万
元
（
約
六
億
七
千
万
）
と
比
べ
れ
ば
、
雲
泥
の
差
で

あ
る
。管

見
の
限
り
、
現
在
村
上
春
樹
作
品
か
ら
改
編
さ
れ
た
映
画
は
七
本
あ
る
。

（
一
一
）

そ
の
う
ち
の
六
本
に
対
し
て
「
豆
瓣
電
影
」
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
中
国
に
お
け

（
一
二
）

る
受
容
状
況
を
整
理
し
て
み
る
と
こ
と
、
下
記
の
結
果
に
な
る
。

（
一
三
）（

製
作
年
代
順
）

作
品
名

観
賞
人
数

豆

瓣

（
人
）

得
点

大
森
一
樹
監
督
『
風
の
歌
を
聴
け
』
（
一
九
八
一
）

8
7
4

7
.
2

山
川
直
人
監
督
『
パ
ン
屋
襲
撃
』
（
一
九
八
二
）

6
1
0

6
.
6

山
川
直
人
監
督
『1

0
0

％
の
女
の
子
』
（
一
九
八
三
）

1
,
9
1
8

7
.
7

市
川
準
監
督
『
ト
ニ
ー
滝
谷
』
（
二
〇
〇
四
）

3
,
5
7
2

7
.
9
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村上春樹原作『ノルウェイの森』の映像化、および同映画の中国における上映後の変容

R
o
b
e
r
t

L
o
g
e
v
a
l
l

監
督
『A

l
l

G
o
d
'
s

C
h
i
l
d
r
e
n

C
a
n

9
0
8

6
.
4

D
a
n
c
e

』
（
二
〇
〇
七
）

ト
ラ
ン
・
ア
ン
・
ユ
ン
監
督
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
（
二

1
2
8
,
4
6
7

5
.
9

〇
一
〇
）

※
二
〇
一
七
年
九
月
一
日
二
四
時
ま
で
の
「
豆
瓣
電
影
」
デ
ー
タ
の
も
と
に
更

新
し
た
。

こ
の
結
果
を
、
小
説
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
に
つ
い
て
同
時
点
で
更
新
し

た
評
価
デ
ー
タ
、
す
な
わ
ち
読
書
人
数
三
五
万
二
三
八
二
人
、
お
よ
び
得
点
八.

〇
点
の
四
つ
星
と
比
べ
れ
ば
、
映
画
と
小
説
の
受
容
に
お
け
る
温
度
差
は
一
目

瞭
然
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
筆
者
が
二
〇
一
一
年
一
〇
月
に
「
「
豆
瓣
網
」
」
を
中
心
に
実

施
し
た
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
読
書
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
二
〇
代
か
ら

三
〇
代
を
中
心
と
す
る
回
答
者
は
「
作
品
に
漂
う
孤
独
感
や
喪
失
感
が
非
常
に

共
感
を
呼
ぶ
」
、
「
細
部
ま
で
描
か
れ
て
い
る
ワ
タ
ナ
ベ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
憧
れ
る
」
な
ど
を
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
愛
読
の
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

中
国
に
お
け
る
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
読
者
の
多
く
は
、
ワ
タ
ナ
ベ
の
恋
愛
自

体
に
感
銘
を
受
け
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
恋
愛
の
過
程
か
ら
生
ま
れ
る
人
生
の

無
常
観
や
喪
失
感
に
共
感
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
同
時
に
癒
し
を
得
て
も
い
る

の
で
あ
る
。
更
に
、
経
済
発
展
途
上
地
域
の
出
身
者
に
と
っ
て
は
、
『
ノ
ル
ウ

ェ
イ
の
森
』
は
自
ら
の
大
都
市
生
活
に
対
す
る
想
像
の
糧
の
一
つ
で
あ
り
、
希

望
を
与
え
て
く
れ
る
存
在
で
も
あ
る
。
小
説
と
は
対
照
的
に
、
映
画
化
の
過
程

に
お
い
て
は
、
物
語
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
重
視
さ
れ
た
た
め
か
、
小
説
の
奥
行

が
十
分
に
は
再
現
さ
れ
な
か
っ
た
い
っ
ぽ
う
、
原
作
を
超
越
し
た
映
画
と
し
て

の
鮮
明
な
性
格
も
出
せ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
中
国
劇
場
版
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
映
画
版
よ
り
も
三
〇
％
近
く
も
カ
ッ
ト
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
二
重
の

改
編
に
よ
り
、
映
画
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
は
更
に
空
疎
な
も
の
と
な
り
、
多

く
の
観
客
が
心
に
抱
い
て
い
た
小
説
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
世
界
か
ら
は
遠

く
離
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

香
港
中
文
大
学
教
授
の
李
欧
梵
は
自
著
『
文
学
改
編
電
影
』
の
な
か
で
カ

フ
カ
小
説
の
映
画
化
に
つ
い
て
「
一
人
有
一
個
卡
夫
卡
（
人
に
は
人
そ
れ
ぞ
れ

の
カ
フ
カ
が
い
る
）
」
、
「
カ
フ
カ
の
小
説
の
よ
う
に
、
既
に
一
流
の
文
学
作
品

と
な
っ
た
上
、
一
流
の
映
画
作
品
に
改
編
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
」
と
述
べ
て

（
一
四
）

い
る
。
映
像
に
頼
る
映
画
と
文
字
に
頼
る
小
説
は
元
か
ら
表
現
方
法
を
異
に
し

て
い
る
。
振
り
か
え
っ
て
み
れ
ば
、
高
い
評
価
を
得
た
改
編
映
画
は
、
原
作
の

枠
を
破
り
映
像
表
現
に
よ
っ
て
新
た
な
物
語
を
誕
生
さ
せ
る
も
の
が
殆
ど
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
原
作
小
説
と
そ
の
改
編
映
画
と
の
比
較
は
面
白
い
が
、
そ
れ

ぞ
れ
を
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
分
け
て
考
え
る
の
も
ま
た
新
た
な
発
見
が
で

き
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
※
本
報
告
は2

0
1
6

年
発
表
し
た
論
文
「
失
わ
れ
た
３
８
分
－
村
上
春
樹
原
作

『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
映
画
化
、
お
よ
び
中
国
に
お
け
る
同
作
改
編
上
映
に

よ
る
変
容
を
め
ぐ
っ
て
」
（
東
京
大
学
中
国
語
中
国
文
学
研
究
室
紀
要

第
一

九
号
）
よ
り
映
画
の
部
分
の
み
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
上
で
加
筆
し
た
も
の
で
あ

る
。
）

《

注

》

（
一
）
『
村
上
春
樹
全
小
説
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
洋
泉
社
、
二
〇
一
〇
年
、
四
頁
。

（
二
）「
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
と
そ
の
時
代
」E

L
L
E
S
P
E
C
I
A
L

、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
号
、

三
〇
一
頁
。
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（
三
）
張
明
敏
訳
『
聯
合
文
学
』
三
一
四
期
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月

五
六-

五
七
頁
）

（
四
）

佐
藤
幹
夫
『
村
上
春
樹
の
隣
に
は
三
島
由
紀
夫
が
い
つ
も
い
る
』P

H
P

新
書
、

二
〇
〇
六
年
、
二
〇
七
頁
。

（
五
）
前
掲
『C

I
N
E
M
A

S
Q
U
A
R
E

』V
o
l
.

三
四
、
一
〇
八
頁
。

（
六
）
内
田
樹
「
映
画
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
を
見
ま
し
た
」
、
ブ
ロ
グ
【
内
田
研
究
室
】

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
八
日
。ht

t
p
:
/
/
b
l
o
g
.
t
a
t
s
u
r
u
.
c
o
m
/
2
0
1
0
/
1
0
/
2
8
_
1
4
5
1
.

p
h
p

（
七
）
小
山
鉄
郎
『
空
想
読
解

な
る
ほ
ど
、
村
上
春
樹
』
共
同
通
信
社
、
二
〇
一
二

年
、
七
六
～
七
八
頁
。

（
八
）
原
文
：
渡
边
与
比
他
大
十
九
岁
的
玲
子
发
生
关
系
仍
给
人
以
乱
伦
的
恶
感
。
联

系
前
后
文
，
这
个
情
节
给
人
以
不
协
调
的
虚
拟
感
。
韋
晴
川
「
現
代
与
伝
統
的
《
挪

威
的
森
林
》
」
『
広
西
広
播
電
視
大
学
学
報
』
六
三
頁
。

（
九
）
原
文
：
这
里
应
该
没
人
会
去
喜
欢
…
…
和
比
小
自
己1

9

岁
的B

O
Y

发
生
关
系
的
（
玲

子
）
。
百
度
村
上
春
樹
バ
ー
、
「
《
挪
威
的
森
林
》
中
，
你
最
喜
欢
或
者
讨
厌
哪
个
角

色
？
」
ユ
ー
ザ
ー
名
：G

A
L
A
T
I
A
N
S

、h
t
t
p
:
/
/
t
i
e
b
a
.
b
a
i
d
u
.
c
o
m
/
p
/
2
2
5
7
5
5
4
5
4

8

（
一
〇
）
原
文
：
至
今
不
敢
正
视

。
每
次
看
看
到
弹
吉
他
纪
念
直
子
后
就
跳
过

。
反

感
。
百
度
村
上
春
樹
バ
ー
、
「
大
家
对
玲
子
和
渡
边
的
做
爱
有
什
么
看
法
」
ユ
ー
ザ

ー
名
：l

s
s
6
2
2
1
1
1

、h
t
t
p
:
/
/
t
i
e
b
a
.
b
a
i
d
u
.
c
o
m
/
p
/
4
5
9
8
0
2
4
3
2
?
p
n
=
1

（
一
一
）
①
大
森
一
樹
監
督
『
風
の
歌
を
聴
け
』
一
九
八
一
年
。
②
山
川
直
人
監
督
『
パ

ン
屋
襲
撃
』
一
九
八
二
年
。
③
山
川
直
人
監
督
『1

0
0

％
の
女
の
子
』
（
原
作
『
四

月
の
あ
る
晴
れ
た
朝
に1

0
0

パ
ー
セ
ン
ト
の
女
の
子
に
出
会
う
こ
と
に
つ
い
て
』
）

一
九
八
三
年
。
④
野
村
恵
一
監
督
『
森
の
向
う
側
』
（
原
作
『
土
の
中
の
彼
女
の
小

さ
な
犬
』
）
一
九
八
八
年
。
⑤
市
川
準
監
督
『
ト
ニ
ー
滝
谷
』
二
〇
〇
四
年
。
⑥
ロ

バ
ー
ト
・
ロ
グ
バ
ル
（R

o
b
e
r
t

L
o
g
e
v
a
l
l

）
監
督
『A

l
l

G
o
d
'
s

C
h
i
l
d
r
e
n

C
a
n

D
a
n
c
e

（
神
の
子
ど
も
た
ち
は
み
な
踊
る
）
』
二
〇
〇
七
年
。
⑦
ト
ラ
ン
・
ア
ン

・
ユ
ン
監
督
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
二
〇
一
〇
年
（
制
作
年
順
）

（
一
二)

「
豆
瓣
網
」
と
は
現
代
中
国
の
若
者
た
ち
の
間
で
非
常
に
流
行
し
て
い
る
、
読

書
・
音
楽
・
映
画
・
ブ
ロ
グ
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
っ
て
網
羅
的
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
文
化
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
「
豆
瓣

読
書
」
・
「
豆
瓣
電
影
」
・
「
豆
瓣
音
楽
」
の
三
つ
の
サ
ブ
サ
イ
ト
は
「
豆
瓣
網
」
で

最
も
人
気
の
あ
る
三
大
批
評
ブ
ロ
ッ
ク
と
さ
れ
る
。
本
報
告
の
「
豆
瓣
網
」
を
め

ぐ
る
調
査
お
よ
び
書
評
と
ユ
ー
ザ
ー
コ
メ
ン
ト
は
、
主
に
「
豆
瓣
電
影
」
を
参
照

し
た
も
の
で
あ
る
。

（
一
三
）

中
国
大
陸
の
劇
場
で
正
式
に
上
映
さ
れ
た
の
は
映
画
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』

の
み
で
あ
る
。

（
一
四
）
原
文
：
像
卡
夫
卡
的
小
說
，
既
是
第
一
流
的
文
學
作
品
，
根
本
不
可
能
改
編

為
第
一
流
的
影
片
了
。
李
欧
梵
『
文
學
改
編
電
影
』
三
聯
書
店
，
二
〇
一
〇
年
、

一
七
七
頁
。


